
世田谷区福祉人材育成・研修センター 専門性向上研修

過去３年間の研修をとおし、BCPの理解と作成、見直しの仕組みは大きく進展し
ました。
一方で、「机上の計画になっている」「誰が何をするのかが曖昧」といった声も

多く聞かれています。
今後は、作る段階から「行動・実装」へ転換していくことが急務と

なります。現場の負担を増やすことなく、災害時に誰もが迷わず行動
できる「迷わないBCP」の定着を目指します。

対 象

世田谷区内で介護サービス事業所・施設
を運営する法人担当者、管理者等

災害対策研修

申込方法

までに

※申込後、確認メールが届きます。メール
が届かない場合はご連絡ください。

※申込で頂いた個人情報につきましては、
研修の目的以外には使用いたしません。

内 容

講 師

注意事項

研修および研修資料等（動画含む）について、録音・
録画・複製・撮影等、また第三者への提供、インター
ネット上での公開を一切禁止します。

視聴期間

受講方法

（１）受講申込者の登録メールアドレス宛に、
視聴用URLが届きます。

（２）動画視聴期間に視聴します。
（３）動画視聴後に受講報告・アンケートを

入力します。
研修センターホームページで研修受講

事業所として公表します。

〔担当〕
世田谷区福祉人材育成・研修センター

中村・青木
電話：6379-4280
FAX：6379-4281

① 「逆算型BCP」と「ギャップ分析演習」
最悪の事態を想定し、そこから逆算して行動を考えることで、計画と現実
のギャップに気付くための演習を行います。

② 被害想定演習（地震）
「あなたのまちの直下型地震」サイトを用い、自施設がどのような被害を
受ける可能性があるのかを具体的に可視化します。

③ 初動対応を支援するツール例「First Mission Box」
初動時の行動や優先業務を整理・共有しやすくするための支援ツールの
活用方法を説明します。

【共通編】
全
員

初動72時間の対応整理、優先業務の再定義 、ケース演習【入所編】

災害時の訪問継続判断と優先者の整理、ケース演習【訪問系編】


